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｛聞いを見いたし日見通J しをもって科学的に追求するJを暴言える

島松大学制属学校同では， 2014年度からの研究主題「学び続ける子どもの育成」の町内乙「間し＼

をもち追求する姿」が見えるような授業を桔想し始めた。理科郊では，「間いを民！いifL，見通し

をもって科学的に追求十るカω育成を司指して」という問題意識の下に小中学校で授業主開を行っ

た。授業公開を行うために，教科部昔で／日.8まも話しかハ（合同Ii最員会議以外にも）を持勺た。この

話し合いはなかなか白熱してラ教員の授業観や単元観の類似点サ相違点がお互いに分かる良＼（，；機会

となった。教科部会において概ね了解されたのは以下の諸去であった。

①学習課題の把提 ＝ 自分の1lfilJ八たいこと こ 白分の間L・をもっている状態 であること。

②自£のもつ問レはラ与えら札たものではない。

③子ども自身が間いをもつことだけが到達目標ではない。

④科学的な昆方や考え方につながる疑問や気付きヲ或いはとんなととがしでみないなと言う厩い

等が問ド（小学校）。

⑤課遁を解決するための科学的な方法（間い）を重要視する（件1学校）。

この）連の話し台、いを通して筆者らは「問νを見いだし，旦通しをもっア科学的に追求する」こ

とは結時「探究すとSJ ことではないかとのう暫定的な結論に至っ芦。わが国で一般的に探究はヲ

「問題解決の場面でプロセスス今ノレズを活用してその解決夜、図る過程！と据えられている。これで

は「問いを見いだしj の都芳が見えアこない。これ以降，「問いを見いだす」点とブ。ロセススキ1］〆

ズ、の調達性fごついて論じたレ。

プロセスヌキノルズとはヲ開示慣れない言葉でめるらしかしジ小学校学習指導要領解説理科編には

「半年日標J，中学校学習指導要領解説理科編には｜分野の問標iとして明記されている。「比被J,

「関連づけJ，「条件制御」，「推論J，「計画を立てるん「数値の処理 I，「グラフイヒJ＇「分析 J. 「解釈」

等である。現在の小中学校理科でし、ち「問題解決の能力Jがプロセススみノレズの意味内容な【7つであ

る。

疑問や気付きヲ或いは乙んなことがしてみたい3な？と言う願いを子♂もがもっ時，知らず知らずの

うちに何かと何かを「比較」してい忍かもしれない。すなわち小学校の段階ではヲプロセススキル

を使ったり使わなかったりしながら子どもが疑問や気付きヲ願いを探るのが「問レリをもっ／

もっている状態と捉えられlる。 j京初的科学知識を科学的深究にまず適用じよう止する段階が，小学

校における「向いJ17)意味内容ではなレだろうか。

課題？解決するための科学的な万法（問しりを子どもがも Uつ持にはq 既に子どもはプロセスス

ルズを使、っているはずである。すなわち中学校の唆階ではうプロセススキルスをどのように組み合

力ぜればよいかを探っている！誌が「問いJ争もつ／も勺アい；5）りはまと捉えられる。科J学ピついての

知許tを科学的探究に適用レよ今とする段階がヲ中学校における「問いl必意味内容ではないだろ予

っ、
これまでに，プロセススみノ1ズの観点力 Jら「同t，：士見1ρだす」ことを考系し 「Fl?J’Iを見いだ

すJtーは匂／J、坐校ではイヮセスス午ルズをイ吏コたりイ主わなかったりして間ドを見いだしてノ見むた

そうとしてたが，中学校になとと，ぞれをどう初み合わせるかが主眼になっていくと捉えられる ο

ち‘校;ffi l学生の：：1:fri，こ 1で；~ L:' C マコ 0~スヌキ矛レ寸、の i~'f，，うが洗改；！仁きわかc高度にーなうてい

えものとj疋えられなレだろうか。
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